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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は芳香族アミノ酸水酸化酵素ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、重要なホルモンであり神経伝達物質であるセロトニンの生合成における最初の段階、かつ律速段階を触媒します。この遺伝子の変異は、統合失調症、身体不安、怒り関連特性、双極性障害、自殺行動、依存症など、様々な疾患や障害のリスク上昇と関連付けられています。[RefSeq提供、2009年4月], 触媒活性：L-トリプトファン + テトラヒドロビオプテリン + O(2) = 5-ヒドロキシ-L-トリプトファン + 4a-ヒドロキシテトラヒドロビオプテリン., 補因子：Fe(2+)イオン., 経路：芳香族化合物代謝; セロトニン生合成; L-トリプトファンからセロトニンを生成する：ステップ1/2。,類似性：ビオプテリン依存性芳香族アミノ酸水酸化酵素ファミリーに属する。,類似性：1つのACTドメインを含む。,サブユニット：同一のサブユニットの多量体。,組織特異性：アイソフォーム2はアイソフォーム1よりも広く発現していないようである。,
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	トリプトファン水酸化酵素（リン酸化Ser260）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	トリプトファン水酸化酵素（リン酸化Ser260）抗体を用いたJurkat細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

